
２．少子化の原因
―少子化の３つの原因とその背景―

出生数の
低下

なぜ婚姻率は
低下？

婚姻率の
低下

• 男性の安定的雇
用・所得向上が達
成できていない

• 女性の雇用と所得
の重要度も増加

なぜ夫婦の
子ども数が

低下？

有配偶出生率
の低下

・重い子育てコスト
・強固な性別役割分

業意識
・男女間賃金格差
・男性の長時間労働

なぜ女性人口
が低下？

女性人口の
低下

• これまでの出生数
の低下で女性人口
が減少

令和６年度富山県子育て支援・少子化対策県民会議

第１回基本計画策定部会(R6.5.16開催)
資料８ 佐藤特別委員資料より抜粋
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３．少子化の対策
―少子化対策には粘り強い長期的な対策が重要―
• 少子化は複合的な問題が原因となっており、その
解消は一筋縄ではいかない

• 少子化対策として、少なくとも①安定的な雇用・
賃金の上昇を促す経済雇用政策、②性別役割分業
意識の解消策、③男女間賃金格差や長時間労働を
是正する労働市場改革が求められており、これら
を長期的に粘り強く実施することが重要

• これらの政策と同時に、少子化によって今後発生
する社会保障費の膨張や労働力不足への対応策を
検討することも求められる
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基本方針 基本的施策 施策の基本方向

（１）幼児教育・保育・子育て支援の充実

（２）情報提供・専門的な相談の実施

（３）ひとり親家庭などに対する支援

（１）子育てを支援する人材の育成

（２）子育て支援活動の促進

（３）子育て支援のネットワークづくり

（１）子育てにやさしいまちづくり

（２）子どもの交通安全対策の推進

（３）子どもを犯罪から守るための活動の推進

（４）良質な住環境の確保

（１）安全で安心な妊娠・出産の支援

（２）不妊治療等への理解促進・支援の充実

（３）周産期医療等の充実

（４）子どもの健やかな成長のための支援

（５）障害や疾病のある子ども(医療的ケア児を含む）への支援

（１）働き方の見直し

（２）企業等における女性活躍の推進

（１）一般事業主行動計画の策定及び実効ある取組みの支援

（２）両立支援制度などの定着促進

（３）両立支援に取り組む企業への支援

３　男性の家事・育児参画の促進 （１）男性の家事・育児参画の推進

（１）ライフステージに応じたキャリア支援や再就職等の促進

（２）ひとり親家庭などへの自立支援の推進

（１）子どもの権利に関する広報・啓発

（２）児童虐待の未然防止、早期発見、早期対応

（３）子どもの社会的養育の推進

（４）いじめ、不登校、ひきこもり等への対応

（５）子どもの貧困対策

（１）子どもの多様な体験・交流活動の促進

（２）子どもの放課後の居場所づくりの推進

（３）食育と子どもの基本的な生活習慣づくりの推進

（４）健全な育成環境の整備と思春期対策の充実

（１）生命の尊さ等について学ぶ機会の充実

（２）男女共同参画の視点に立った制度・慣行の見直し

（１）家庭の教育力の向上と幼児教育との連携

（２）個性と創造性を伸ばす教育の充実

（３）配慮を要する子どもへの教育の推進（障害者・外国人）

（４）豊かな心を育む教育の推進

（５）児童生徒と心の体の健康づくり

１　結婚を希望する若者への支援 （１）結婚を希望する独身男女の応援

（１）自らのライフプランを考える機会の提供

（２）人生100年時代を見据えた若者のライフプラン教育の推進

３　若者の就業支援 （１）若者への就業支援の充実

（１）若者や女性の定着促進

（２）移住・定住の促進

Ⅴ 経済的負担の軽減
１　妊娠・出産・子育てにかかる
    経済的負担の軽減

（１）県の特性に応じた施策等の推進

（１）社会全体で子どもや子育てを支援する気運の醸成

（２）子育て支援に関する情報提供の充実

子育て支援・少子化対策に関する基本計画の施策体系【現計画(R2～R6)】

２　子どもの健全な育成

３　生命を尊び家族を形成する心を
    育む環境づくりの推進

４　子どもの生きる力を育成する教育
    の推進

Ⅱ 仕事と子育ての両立支援

１　働き方改革の推進

２　仕事と子育てを両立できる職場
    環境の整備

４　就業支援

Ⅲ 子どもの健やかな成長
   の支援

１　子どもの権利の保障と最善の
    利益の尊重

３　安心して子育てができる生活
    環境の整備

４　母と子の健康づくりへの支援

Ⅰ 家庭・地域における
   子育て支援

１　子育て家庭に対する支援

２　地域における子育て支援の促進

Ⅳ 次世代を担う若者への支援

２　ライフプラン教育の推進

４　ＵＩＪターン・移住・定住の促進

Ⅵ 子育て支援の気運の醸成 １　子育て等に温かい社会づくり

令和６年度富山県子育て支援・少子化対策県民会議
第１回基本計画策定部会(R6.5.16開催) 資料７より作成
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基本方針 基本的施策 施策の基本方向

（１）企業等におけるジェンダーギャップの解消

（２）若者や女性の転入・定着促進

２　若者の雇用の安定 （１）若者の就業支援・雇用の安定化

（１）長時間労働の是正など働き方の見直し

（２）柔軟な働き方の推進

２　男性の家事・育児参画の促進 （１）男性の家事・育児参画の推進

３　共働き・共育てを支える環境整備 （１）共働き・共育てを支える環境整備の推進

（１）学校におけるライフプラン教育の推進

（２）企業における若手従業員のライフプランを考える
    　機会の提供

２　出会い・結婚を希望する若者への支援 （１）出会い・結婚を希望する独身男女の応援

（１）こども・若者・子育て当事者がウエルビーイングを
      高める社会づくり

（２）市町村、企業、関係団体等との連携

（１）子育てにかかる経費の助成

（２）修学にかかる経費の助成

（３）ひとり親家庭への支援

（１）妊娠前から妊娠期、出産、幼児期までの支援

（２）幼児教育・多様な保育ニーズへの対応

（１）子育てを支援する人材の育成

（２）子育て支援活動の促進

（３）子育て支援のネットワークづくり

（１）子育てにやさしいまちづくり

（２）こどもの交通安全対策の推進

（３）こどもを犯罪から守るための活動の推進

（４）良質な住環境の確保

（１）こどもの権利に関する広報・啓発

（２）こどもの意見の聴取と施策への反映

（１）こどもの多様な体験・交流活動の促進

（２）こどもの居場所づくりの推進

（３）食育とこどもの基本的な生活習慣づくりの推進

（４）健全な育成環境の整備と思春期対策の充実

（５）いじめ、不登校、ひきこもり等への対応

（１）児童虐待防止対策の推進

（２）社会的養護を必要とするこどもへの支援

（３）こどもの貧困対策

（４）障害や疾病のあるこども（医療的ケア児を含む）への支援

（５）ヤングケアラーへの支援

（１）生命の尊さ等について学ぶ機会の充実

（２）男女共同参画の視点に立った制度・慣行の見直し

（１）家庭の教育力の向上と幼児教育との連携

（２）個性と創造性を伸ばす教育の充実

（３）配慮を要するこどもへの教育の推進（障害者・外国人）

（４）豊かな心を育む教育の推進

（５）児童生徒と心の体の健康づくり

１　子育て当事者への支援

Ⅰ　雇用環境の整備

１　若者・女性に選ばれる雇用環境
    づくり

Ⅱ　共働き・共育ての推進

１　働き方改革の推進

子育て支援・少子化対策に関する基本計画の施策体系（案）【新計画(R7～R11)】

Ⅶ　こどもの健やかな成長
    の支援

１　こども・若者が権利の主体である
    ことの理解促進

２　学童期・思春期におけるこどもの
    健全な育成支援

３　様々な困難を抱えるこどもへの支援

４　生命を尊び家族を形成する心を育む
    環境づくり

５　こどもの生きる力を育成する教育
    の推進

Ⅵ　家庭・地域における
    子育て支援

１　こどもの誕生前から幼児期までの
  　切れ目のない支援

２　地域社会で支え合う子育て支援
    の促進

３　安心して子育てができる生活環境
    の整備

Ⅲ　次世代を担う若者への支援
１　ライフプラン教育の推進

Ⅳ こども・若者の成長と
　 子育てを支援する気運の醸成

１ こどもまんなか社会の推進

Ⅴ　経済的負担の軽減
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○本県の出生数は年々減少しており、令和５年には5,512人と過去最少となっている。

資料：人口動態統計(厚生労働省)
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出生数・合計特殊出生率の推移（富山県）

合計特殊出生率が
上昇傾向であるが、
出生数は減る一方



（単位：人）
1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

20〜30代女性人口 169,879 163,242 152,860 135,265 137,054 137,050 131,086 119,422 100,196 88,293
出生数 17,305 13,555 11,986 10,050 10,049 10,170 8,973 8,188 7,567 6,256
婚姻数 7,970 6,292 5,861 5,409 6,167 6,307 5,355 4,928 4,539 3,720

出典：人口は国勢調査、出生数・婚姻数は人口動態統計
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（出典）国勢調査

近年の出生数ピーク年・2000年から20年、出生を取り巻く環境は大きく変化
合計特殊出生率1.45⇒1.44 〇出生数10,170⇒6,256人(61％）〇婚姻件数6,307件⇒3,720件(59%) 

①本県の出生数と大きく関わる20〜3９歳人口は△33％（男性△30％の9.8万人、女性△35％の8.8万人）
女性が9千人余り少ない

2000年
(Ｈ12年)

①

14.1万人 13.7万人

2020年
(R2年)

男9.8万人
(△30%)

女8.8万人
(△35%)

７



８

2000年
(Ｈ12年)

②20〜30代の年齢別人口の多くは20年前の「0〜19歳人口」の持ち上がり。
※「変動率」は男女別・年齢別でばらつきがあるが、概ね80〜90％。

③現在の年齢別人口は、未来の年齢別人口の基礎になる。

2020年
(R2年)

②

③

9.8万人 8.8万人

11.1万人 10.6万人
8.3万人 7.8万人

男 女 計
35～39歳 27,771 25,985 53,756
30～34歳 24,436 22,193 46,629

年代別人口 男 女 計 25～29歳 23,188 20,314 43,502
15～19歳 30,626 28,994 59,620 20～24歳 22,434 19,801 42,235

10～14歳 28,542 27,264 55,806 20～39歳 97,829 88,293 186,122

５～９歳 25,988 24,851 50,839

０～４歳 25,928 24,606 50,534 2000年⇒2020年の「変動率」※

０～19歳 111,084 105,715 216,799 男 女 計
35～39歳 90.7% 89.6% 90.2%

※社会増減等がなかったと仮定して、 30～34歳 85.6% 81.4% 83.6%
　年代別・男女別人口を割り返したもの 25～29歳 89.2% 81.7% 85.6%

20～24歳 86.5% 80.5% 83.6%

　 20～39歳 88.1% 83.5% 85.9%

この層が厚い
今こそ
ラストチャンス



少子化対策として、長期的に粘り強く実施しな
ければならないこと

１ 安定的な雇用・賃金の上昇を促す
経済雇用政策

２ 性別役割分業意識の解消策

３ 男女間賃金格差や長時間労働を是正する
労働市場改革

４ 気運の醸成、経済的支援
９



経済雇用政策は多岐にわたる

商工労働部・農林水産部に限らず、各部局でも

①新たな成長分野の創出・支援

②既存産業においても人手不足

検討の主な観点

10



少子化対策に資する地域の包摂的成長について
2024年２月経済産業政策局 資料より抜粋
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少子化対策に資する地域の包摂的成長について
2024年２月経済産業政策局 資料より抜粋
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女性活躍の動き
他の業種にも横展開できないか
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性別役割分業意識の解消

⇒ さらなる浸透が必要

① アンコンシャスバイアスを排した女性の活躍の支援

② 業界の常識が非常識になっていないか

③ 固定的な性別役割分担・分業によって、

生産性が下がっていないか

④ 支援が求められていないか

検討の主な観点
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富山県のキャンペーンで
応募された県内事例
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業界、地域に課題・隙間がないか

[労働市場改革は国で進められているが]

① 所管業界では、賃金格差・長時間労働がないか

② 制度に隙間がないか、制度があっても使われているか

③ 女性はもちろん、男性にしわ寄せが及んでいないか

検討の主な観点
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女性の職業生活における活躍推進プロジェクトチーム（第２回）

2024年５月14日 内閣府政策統括官（経済財政分析担当） 資料を加工
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こどもは、母親が育てるものではなく、
家庭、地域ぐるみで育てる

① 母親１人が、子育て家庭が困っていないか、

肩身が狭い思いをしていないか

② 育児や教育等の支援制度は十分か

金銭的負担に加え、物的、精神的な負担がないか

③ 子育て・教育費用の負担軽減

④ 正しい知識が普及しているか

ライフプラン

結婚・子育てには、いったいいくらかかるか

検討の主な観点
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ベビーカーマークについてのお知らせ（国土交通省）
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富山県のキャンペーンで
応募された県内事例
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少子化対策に資する地域の包摂的成長について
2024年２月経済産業政策局 資料より抜粋・加工
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富山県における子育て支援・少子化対策に関する現状等（概要）

○本県の婚姻件数（図１）は、近年では平成10年をピークに減少傾向にあり、令和５年には3,276組と過去
最少となっている。

23

（参考）

資料：人口動態統計（厚生労働省）

図１ 婚姻件数の推移（全国・富山県）
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富山県における子育て支援・少子化対策に関する現状等（概要）

○男女ともに、25～29歳、30～34歳の未婚化が進んでおり（図２）、令和２年には男性の25～29歳、30～
34歳の未婚率はそれぞれ75.0％、50.9％、女性の25～29歳、30～34歳の未婚率はそれぞれ61.2％、
33.9％となっている。

図２ 男性・女性未婚率の推移（全国・富山県）

資料：国勢調査（総務省）

＜男性未婚率の推移＞

41.0 

46.5 

76.4 

26.2 

33.3 

75.0 

9.1 
11.7 

51.8 

3.9 5.3 

50.9 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

S30
(1955)

S35
('60)

S40
('65)

S45
('70)

S50
('75)

S55
('80)

S60
('85)

H2
('90)

H7
('95)

H12
(2000)

H17
('05)

H22
('10)

H27
('15)

R2
('20)

■ 全国 男（30～34歳）
● 富山 男（30～34歳）

■ 全国 男（25～29歳）
● 富山 男（25～29歳）

(％)

＜女性未婚率の推移＞



富山県における子育て支援・少子化対策に関する現状等（概要）

○「結婚するつもりはない」・「あえて選ぶなら結婚したくない」と考えている人の割合（図３）は、
増加している。

図３ 独身男女の結婚に対する意識（富山県）

※調査対象（18～39歳）のうち20歳以上のみを
抽出し、前回調査と比較
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いずれは結婚したい わからない［あえて選ぶなら結婚したい］
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無回答
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資料：結婚等に関する県民意識調査（R5富山県）
（対象：18～39歳の男女）



富山県における子育て支援・少子化対策に関する現状等（概要）

○現在結婚していない理由（図４）は、全体では「適当な相手にめぐり会わない」が最も高く、次いで
「まだ若いから」、「結婚資金が足りない・家庭を持つ経済力がない」となっている。

○結婚生活を送っていくうえでの不安（図５）は、全体では「経済的に十分な生活ができるか」が最も高
くなっており、女性の「出産・子育て」「配偶者との家事・育児分担」「配偶者の親族とのつきあい」

「配偶者や自分の親の介護」が男性と比べて高くなっている。

適当な相手に
めぐり会わない

まだ若いから

結婚資金が足りない・
家庭を持つ経済力がない

仕事（学業）
打ち込みたい

自由な気楽さを
失いたくない

趣味や娯楽を
楽しみたい

全体：N = 358
男性：N = 147
女性：N = 211

※上位８項目のみ抜粋

必要性を
感じない

異性とうまく
つきあえない

資料：結婚等に関する県民意識調査（R5富山県）
（対象：18～39歳の男女）
※上位３つまで理由を選択

図４ 現在結婚していない理由（富山県） 図５ 結婚生活を送っていくうえでの不安（富山県）

％

経済的に十分な生
活ができるか

配偶者と心が通わ
なくなる・不仲にな
ること

出産・子育て

配偶者との家事・
育児分担

自分の自由時間が
とれなくなる

配偶者の親族との
つきあい

子どもの教育やし
つけ

配偶者や自分の親
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全体：N = 567
男性：N = 226
女性：N = 341

※上位８項目のみ抜粋

資料：結婚等に関する県民意識調査（R5富山県）
（対象：18～39歳の男女）
※複数回答
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図６ ６歳未満児のいる夫婦の家事関連時間（１日あたり）
（全国・富山県）

富山県における子育て支援・少子化対策に関する現状等（概要）

○夫の家事関連時間（図６）が短い状態が続いている。

27

R3

H28

R3

H28

(時間)

資料：社会生活基本調査（総務省）


